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Q. 精子提供で父親になった経緯について

お聞かせください。 

カナダのオンタリオ州西部のロンドン

市というところに住んでいる。(オンタリ

オ市から車で 2時間離れた郊外)。米国で

生まれ育ったが、2000年 6月にカナダに

移住した。 

1994年に妻の Loriと結婚した。子供が

欲しかったが、なかなかできなかったの

で自分から検査を受けた。その結果、自

分が不妊だとわかった。それはものすご

く大きなショックだった。無精子症だっ

たので、妊娠の可能性はゼロだった。最

初の 3年間は、何も治療をしないまま過

ごした。 

カナダに移住し、健康保険を使って不

妊クリニックで治療を受けることができ

るようになった。養子について調べはじ

め、Beginnings Family Servicesの研修会に

も出席した。最終的に、妻が自分で子供

を産みたいと言ったので、精子提供に決

めた。精子提供を利用することで、妻と

ともに家族を作ることができた。 

1990年代半ばから不妊治療クリニック

でカウンセリングをやっていた Dr.Jean 

Hayesから夫婦でカウンセリングを受け

た。彼女は、患者が選択した生殖補助医

療について、それがどのようなことを意

味するのか、子供にどのように伝えるか

をカウンセリングしていた。 

彼女のアプローチは当時の医師たちの

メジャーな態度とは異なっていた。医師

たちは完全な匿名を好んでいたから。Jean

からカウンセリングを受けられたことを

良かったと思っている。それは自分の精

子提供に対する態度を方向づけるものだ

った。 

妻との間に 3人の娘が産まれた。2005

年に最初の娘が、2006年に 2人目の娘

が、そして 2008年に流産があり、2010年

に 3人目の娘が産まれた。 

当時、カウンセラーの Jeanが患者のた

めのサポートグループを開催していた。

自分と妻はそれに出席していた。当時の

ことで思い出すのは次の 2つのことだ。

自分と妻が出ていた養子縁組の研修会に

は 20組ものカップルが出席していたこ

と。そして、Jeanが主催していたサポー

トグループのミーティングで、同じよう

に不妊の問題を抱えた人たちと経験を共

有できたこと。2010年に Jeanが退職し、

そのグループのコーディネートを引き継

いで欲しいと言われた。 

 

 

Q. このグループの概要について教えてく

ださい。 

Donor Conception Canada (DCC)はもとも

と、Southwestern Ontario Donor Conception 

Networkという名前だった。英国の Donor 

Conception Networkに着想を得ている。そ

れから、オーストラリアのビクトリア州

にある色々なグループからも。 

1997年から 2010年まで Jeanがサポート

グループを主催していたときは、彼女の

スケジュールが空いた時間に非公式に行

なっていた。当時の標準型は対面でのグ

ループミーティングだった。メーリング

リストを作ってメンバー登録し、図書館

https://www.beginnings.ca/
https://www.drjeanhayes.com/
https://www.drjeanhayes.com/


 

 2 

@YURI HIBINO 

 
 

の一角をレンタルして、20-80人もの人た

ちが出席した。円になって全員が順番に

話した。 

現在、パンデミックで対面でのミーテ

ィングは中断されている。2020年から

は、ビデオ会議システムや ZOOMを使っ

てミーティングを行った。現在、当事者

による二種類の自助グループ方式のミー

ティングを行っている。一つは、バーチ

ャル・グループで、その時間帯に時間が

ある人はそのテレカンファレンスに参加

できる。だから、コスタリカ、米国モン

タナ州、米国バージニア州、カナダ全土

(ブリテッシュコロンビア州、アルバータ

州, オンタリオ州、ケベック州)から参加し

ている。 

もう一つは対面のグループミーティン

グで、パンデミック前には、ロンドン市

とトロントで定期的に対面のミーティン

グを開催していた。パンデミックが落ち

着いたら 2022年には再開したいと思って

いる。バンクーバーでも新たにミーティ

ングを立ち上げたいと思っている。 

オンラインミーティングは、もっとフ

ォーカスを絞った会話をする機会になっ

た。例えば、donor conceptionで子を持

ったシングル親のための ZOOMミーティ

ングを開催した。他には donor conception 

でまだ小さな子供を持つ親のための

ZOOMミーティング、また、これから

donor-conceptionを利用したいので調べて

いる段階の人たちのための ZOOMミーテ

ィング、などなど。パンデミック以降、

こうした的を絞ったミーティングは 60ほ

どにもなった。 

現在、DCCのメーリングリストには

400人以上の登録があり、そこでミーティ

ングについて告知している。フェイスブ

ックには 380人のフォローがあり、ほと

んどがオンタリオ州の在住者だ。現在、

公式のメンバーシップ制度はなく、会費

も取っていない。ミーティングの時に寄

付を募っているほか、業界の関係者から

少額の寄付をもらっている。しかし、自

分としては、業界の関係する企業やクリ

ニックの影響からは距離をおいて独立し

ていたいと思っている。DCCでは、出版

物を出していないが、色々なサポートや

メリットを会員に対して提供している。 

DCCは、ビデオ会議でのミーティング

が始まる少し前に、連邦の NGOに組み入

れられた。それにより、少額の予算がつ

いているが、フルタイムの職員はいな

い。だからグループはまだボランティア

の力に頼っている。NGOとなったとき、

名前を変えて、公式に DCCという名称に

なった。それによって、グループの活動

は自分がいなくなっても継続できるよう

になった。(この頃、自分は健康状態が非

常に悪かった。今は回復したが。) 

DCCがどこかのエージェントと直接連

携しているということはない。DCCで

は、エーシェントに対して、権利擁護活

動を行なっている。その結果、エージェ

ントの活動には変化が生じてきている。

例えば、Seattle Sperm Bankでは、完全に

匿名のドナーは扱わなくなった。 

DCCのウェブサイトには、たくさんの

リソースが載せられている。例えば、男

性不妊について自分の経験を語ったもの

がメディアに掲載されたことがあり、そ

の時の資料をみることができる。 

 

 

Q.  政府や政治に対する働きかけは行って

いますか?   

カウンセラーの Jeanが、Canadian 

Fertility and Andrology Societyのメンバー

に掛け合っていた。これらの団体が政府

に対して助言を行なっていたから。今

は、彼女はリタイアしたので、自分が代

わりに学会に出席している。学会では、

https://www.seattlespermbank.com/
https://cfas.ca/
https://cfas.ca/
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業界のすべての人たちが一同に会する機

会なので、業界について知り、彼らに自

分たちの活動を知ってもらい、影響を与

えるための重要な機会になっている。    

DCCでは、フィードバックを求められ

ることがあり、Canadian Institutes of Health 

Researchにも参加している。例えば、同団

体では配偶子提供の利用についての規制

を公表したが、それは DCCのフィードバ

ックに基づいている。 

 

 

Q. メンバーの構成について教えてくださ

い。  

 オンラインミーティングの現在では、

人数を正確に算出するのは難しいが、パ

ンデミック前の対面ミーティングに基づ

いて算出すると次のようになる。 

精子提供が 70%で、卵子提供が 30%(グ

ループのルーツは精子提供)。男女カップ

ルの精子提供の場合、両親は子供に事実

を告げるのか、告げないのか、という問

題が典型的にある。両親は、そのことに

ついて話し合い、理解したいと思ってい

る。彼らが donor conceptionたどり着いた

のは不妊が原因。だから、彼らの疑問は

こうだ。それはうまくいくのか?  子供を

ちゃんと愛せるか? と。最近では、卵子提

供についての参加者が増えてきている。 

 50-60%がヘテロカップル。後の 40-50%

がシングルの母親(または一時的なシング

ル男性)。2020年 3月の段階で 80人の参

加者がいた。そのあと、ヘテロカップル

とシングルの母親が半々に分かれた。 

約 5%は、LGBTQの参加者だ。(レズビ

アンカップルまたはシングル)。DCCで

は、クイアの親のためのグループミーテ

ィングを提供している。しかし、実際の

ところ、ゲイやレズビアンのコミュニテ

ィでは、この分野のサポートを自分たち

でカバーしている。 

 現在、8割の参加者が白人、残りの 2割

がアジアや東南アジア、またはアフリカ

系の人種グループだ。 

DCCを含めて、子供に告知しない人

は、サポートグループには参加しない傾

向がある。現在のところ、カウンセリン

グは必須ではない。クリニックでは多分 1

回くらいはセッションを提供している

が、それは顧客が安定的な生活を送って

いるか、支払い能力があるかどうかを評

価しているだけ。本来はインプリケーシ

ョンカウンセリングが制度化されること

が理想だが。 

 

 

Q. 組織の運営で、難しい点はありますか? 

DCCは、もっとマイノリティの集団に

関与する必要があると考えている。グル

ープの多様性を広げたいが、難しい点や

限界は、DCCのリーダーである自分がヘ

テロの白人男性だということ。6人に 1人

のカナダ人が不妊だから、DCCのコミュ

ニティ以外でも、多くの donor 

conception が行われていると思う。オン

タリオ州だけでも 10万人もの人が donor 

conceptionから生まれているはずだ。それ

らの家族のうち、エスニックコミュニテ

ィの家族の場合、そのことはタブーなの

で他の人に言うことはない。 

 

 

Q. 他の国の団体との交流や情報交換の機

会はありますか?   

英国の DC Networkのリーダーと話をし

たことがある。そして、どうしたら組織

をよりよく運営していけるかのアドバイ

スを受けた。その段階では、DC Network

ではメンバーシップ制度を採用していな

かったが、将来取り入れるだろうとのこ

とだった。 

https://cihr-irsc.gc.ca/e/193.html
https://cihr-irsc.gc.ca/e/193.html
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Q. カナダで、生殖補助医療はどのように

行われ、規制されてきたか、教えてくだ

さい。法改正の動きはありますか? 

カナダは、他の旧大英帝国領に続いて

1950年代から精子提供を行なっている。

それ以来、同じ哲学とアプローチによっ

て行われ、徐々に実施数が増えてきた。

1990年代初め、新しい生殖技術に関する

Royal Commission(the Baird Commission)が

ひらかれ、1994年に報告書が公表され

た。その報告書では、政府の規制が必要

だということが勧告された。それは、論

争的な政治問題で、政府は報告書の勧告

を採用しなかった。政府が法律(Assisted 

Human Reproduction Act)を制定したのは、

2004年になってからだった。 

カナダでは、連邦政府と州政府の間に

対立がある。ヘルスケアについては、各

州の主権が維持されている。だからこの

分裂を克服するため、特定の行為(研究室

における非倫理的な行為)を違法化するた

めに刑法が制定された。それによって配

偶子を売買したりするような、代理出産

を含めた生殖サービスに支払いをするこ

とが禁止された。この法律は全州におい

て効力がある。ケベック州では、この規

制に関して論争があり、最高裁でも争わ

れた。その結果、刑事罰はやりすぎであ

り、刑法はそのような構造を支えるべき

ではなく、規制枠組みは強制されるべき

できないということだった。このため、

犯罪の要素は残っているものの、具体的

な規制枠組みはない。そして各州政府

は、それ以降、業界を規制するには至っ

ていない。自分はこの件で大臣にも接触

を試みたが、アポイントは取れなかっ

た。 

Health Canadaは 2019年まで、行為規制

の必要性には言及しなかった。このこと

は、臨床家らは、ほぼ、自分たちの好き

にできるということで、彼らの行き過ぎ

を制約できるのは世論だけの状態だった

ということ。Baird Commission以来、25

年が経つが、その時の勧告はまだ全部達

成されていない。 

Health Canadaが海外から持ち込まれる

精子や卵子について感染症コントロール

についての規制を発表したのは最近のこ

とだ。自分はその規制を読み、的を射て

いないと思った。 

カナダで使われている配偶子の大部分

が米国からの輸入に頼っている。規制で

は配偶子への支払いは禁止されている

が、米国から配偶子を購入することを阻

止できていない。 

例えば、自分と妻は、米国アトランタ

にある Xytexという精子バンクから精子提

供を受けた。それらの提供が、カナダの

規制に合致しているかを証明するのはカ

ナダのクリニックの責任になる。 

現在の規制は、テリングやカウンセリ

ングや出生証明書の問題などの倫理的問

題については何も言及していない。 

カナダのコンテクストに沿ったもので

自分がオススメできるのが次の本だ。       

Assisted Reproduction Policy in 

Canada (Dave Snow) 

The Right to Know One's Origins (Juliet 

Guichon ed.) 

 

 

Q. ドナーの匿名性について、今後、カナ

ダでも廃止の可能性がありますか?  

配偶子バンクの中には匿名性を廃止す

るという考えを支持してきたところもあ

る。クリニックは、それに同情的だが、

完全な匿名性を約束しているところもま

だある。これは、非現実的なマインドセ

ットで、子供を得るのにもっとも近道な

アプローチが欲しいと言う考え方から来

ている。それは、十分に考えていない

し、包括的でもない。 

https://publications.gc.ca/site/eng/9.699855/publication.html
https://www.canada.ca/en/health-canada.html
https://www.xytex.com/
https://www.amazon.co.jp/-/en/Dave-Snow-ebook/dp/B07JDHWCRC/ref=sr_1_1?dchild=1&keywords=Assisted+Reproduction+Policy+in+Canada&qid=1634220427&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/-/en/Dave-Snow-ebook/dp/B07JDHWCRC/ref=sr_1_1?dchild=1&keywords=Assisted+Reproduction+Policy+in+Canada&qid=1634220427&sr=8-1
https://www.amazon.ca/Right-Know-Ones-Origins-Reproduction/dp/9057182351
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これまで、政党がこの問題に取り組ま

ない理由があり、法的変化は起こりそう

にない。 

カナダには法律を改正する動機がな

い。規制に関してトップダウン型は機能

しないので、草の根の運動はある。関係

する人々の間で透明性、オープンさ、共

感を作り出すことが必要。特に、まだ生

まれていない子供の視点が重要で、子供

に自由を与えること、そして将来は自分

のアイデンティティを探求することがで

きる能力を保証すること。社会的には、

不妊に対する忌避感はまだある。 

カナダのトロントで活動している Barry 

Stevensという映画製作者の作品がおすす

めだ。 

彼は、1990年代から映画を公表してい

る。それは、自分のためにドナーを見つ

けようとする彼自身の物語だ。その過程

で彼は 80人ほどもの半きょうだいを発見

する。そしてそのうちの一部の人々との

会話を 45分のドキュメンタリーに納め

た。Barryは、Donor Conceived Alliance of 

Canada (DCAC)のメンバーだ。DCACは、

ドナーから生まれた人たち(彼らは親から

テリングされておらず、後になってその

ことを知り、裏切られたと感じている)の

権利擁護をしているグループ。 

2018年に、現在の政府によって、生殖

サービスや配偶子に対する支払いを禁止

する法の改正が前進しそうになったこと

があった。DCACは、この変化に反対す

る証言をした。その結果、法改正は失速

し、前に進まなかった。 

 

  

Q.  海外での治療を選択するカナダ人は多

いでしょうか。 

東ヨーロッパ圏に行く人たちがいる。

そこは費用が安くつくことが魅力になっ

ている。 

しかし、ほとんどの人が米国に向か

う。国境を超えた不妊ツーリズムはその

うちまた変化するだろう。しかし、カナ

ダで使用される精子のほとんどが米国か

ら輸入されている。輸入にまつわる色々

な制約を減らすために自分自身が米国に

移動する人たちも多い。 

 “stranger-known”(※全く知らない人から

対面で精子を受け取る行為)のような形で

の精子提供が出現している。例えば、

DCCは、ドナーとしてサービスを提供し

たいという男性からのアプローチを複

数、受けた。インフォーマルなアレンジ

メントが増えてきているようだ。例え

ば、Tim Hortonsのようなコーヒーショッ

プで会って、精子を手渡しするなど。将

来の子供のアイデンティティに関して、

この方法にはたくさんの問題がある。そ

して、メディアではネガティブに報道さ

れている。そして、法的な意味での親子

関係が曖昧になる。(ドナーは法律上、子

供の親なのか?  もしそうだとするなら養

育費を支払わなければならないのか? な

ど) 

 

 

Q.  テリングしない親の場合は DCCのメ

ンバーになるのが難しいでしょうか?  

DCCは、事実を明らかにすることを支

持している。だから匿名性に賛成しな

い。 

グループではどのようすればポジティ

ブに受け取ってもらえるか、テリングに

ついて、多くの経験がある。テリングし

ない親は DCCのミーティングには参加し

ない。 

 

 

Q. お子さんが 3人とのことですが、ドナ

ーに対する興味関心に違いは見られます

か?  

https://www.imdb.com/title/tt0307264/
https://www.imdb.com/title/tt0307264/
http://www.donorconceivedalliance.ca/
http://www.donorconceivedalliance.ca/
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自分の経験では、娘が 3人いるが、ど

の子もドナーには興味がないようだ。そ

れは多分、ドナーのことを隠し立てした

り、秘密のように扱ったりしていないか

らだと思う。知りたればドナーファイル

が家に置いてあるからいつでも見られ

る。そこには、謎も秘密もない。不快な

気持ちもない。 

2、3年ほど前に、娘たちに 23andMeに

登録したいかと聞いたことがある。カナ

ダでも遺伝子検査が流行っている。娘た

ちは同意して全員がテストを受けた。と

いうのは自分自身も、もしかしたらクリ

ニックで誤りがあって違う精子が使われ

ていたりしないか、確認したい気持ちが

あった。結果はすべての娘が同じドナー

由来だったのでホッとした。 

2018年に娘たちは Donor Sibling Registry

に登録した。しかしまだマッチングして

いない。他方で、登録していた遺伝子検

査のネットワークから、半兄弟からの礼

儀正しいコンタクトがあった。昨年の

夏、彼の母親と一緒にピクニックに行っ

た。彼らはここから 2時間離れたところ

に住んでいる。今の所、半兄弟という言

葉を使っている。しかし、他の言い方を

検討してもいいかもしれない。この関係

をどのように呼んでいいか、自分には確

信がない。 

 

  

Q. DNA検査に関する具体的なエピソード

はありますか? 

遺伝子検査は、カナダで流行ってい

る。自分と家族は、最初、娘の半きょう

だいを見つけられないかと DNA検査を利

用した。もし見つかれば、娘が望めば彼

らと交流することもできると考えたか

ら。しかし、今は、もし相手方がドナー

から生まれたことを知らない場合、この

検査は危険なのではないかと懸念するよ

うになった。 

“Half of Me”という podcastがある。それ

は米国の東海岸出身の Allyという女性が

制作したもの。彼女は 20代の後半にドナ

ーから生まれたことを知った。怒り、悲

しみ、好奇心が湧き、自分の経験につい

て podcastを作った。彼女は 23andMeを使

い、半姉妹からコンタクトされたことが

きっかけでドナーから生まれたことを知

った。このような状況は、自分はよくな

いと思う。 

Louise McLoughlinという英国のレポー

タがいて、彼女もまた最近 podcastをリリ

ースした。彼女はドナーを探し続けてそ

れに成功し、ドナーにインタビューをし

た。 

 

 

Q. ドナーや代理母とどのような境界をつ

くりますか?   

告知は、何度も繰り返すプロセスであ

って、一回きりの出来事できない。自分

の経験では、DCCの一部には子供に 1回

だけ伝えたという人もいるが、子供はそ

のことを覚えていないだろうと思う。だ

から、子供がそのことを再び発見したと

き、悲しみとショックを経験すると思

う。 

自分と妻が家族を作るために利用した

方法は、子供達の権利と自由を尊重した

ものだと思っている。もちろんそれは、

子供を持って育てるという自分の欲求を

達成するものでもあったのだが。 

Donor conceptionで家族を作るというこ

と、それはまさに意味をつくるというこ

とだ。Donor conceptionに関するオンライ

ンフォーラムの多くが、特定の言葉の定

義の矛盾をめぐるものだ。しかし、それ

は、まさにそうしたやりとりを通して意

味を作っているということだ。 

https://www.23andme.com/en-int/
https://donorsiblingregistry.com/
https://donorsiblingregistry.com/
https://podcasts.apple.com/gb/podcast/you-look-like-me/id1537873411
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それはドナーから生まれた子供にとっ

て何を意味するのか?  半きょうだいをど

う呼んだらいいのか? 友達?  半兄弟? 半姉

妹? 我々はそれらの関係から何を作るの

か?  

自分の場合は、それはあくまで他の家

族であり、自分たち家族とは異なる。そ

して、彼らのことは最近まで知らなかっ

た。それは、今まで経験されていなかっ

た領域だ。 

Donor conceptionに関して、意味と関係

性を作ることについて、自分が思いつく

研究文献がいくつかある。 

• Relative Strangers: Family Life, 

Genes and Donor Conception (Petra 

Nordqvist and Carol Smart) 

• Relatedness in Assisted Reproduction: 

Families, Origins, and 

Identities (Tabitha Freeman, ed.) 

• Random Families (Rosanna Hertz & 

Margaret K. Nelson) 

• The New Kinship: Constructing 

Donor-Conceived Families (Naomi 

Cahn) 

Donor-conceptionで作られた家族の生き

られた経験について、たくさんの本があ

り、いくつかは古典的な部類に入る。他

には、Eric Blyth, Ken Daniels, Caroline 

Lorbach, Diane Ehrensaftなどの研究者が思

い浮かぶ。  

 

(2021年 10月) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Mr. Vince Londini 

 

Donor Conception Canada(DCC)の議長で共

同設立者。 

カナダのオンタリオ州に在住。 

自身の不妊発覚後、米国からカナダに移

住し、精子提供により、３人の娘をもう

ける。子供たちにはテリングしている。 

DCCの前身である The Southwestern Ontario 

Donor Conception Support Networkを創立

者の引退に伴い引継ぎ、当事者へのサポ

ート活動を充実させている。 
 

・ Infertility upended his notions of what it 

means to be a man and husband 

CBC News, Jan 03, 2020 

 

・ Support groups help men deal with 

loneliness and stigma of infertility 

THE GLOBE AND MAIL, Apr 22, 2019 

 

・ We are family 

Inside, London Health Sciences Centre 

2013 

 

 

 

https://www.amazon.co.jp/-/en/Petra-Nordqvist-ebook/dp/B00HP4KIVK/ref=sr_1_1?dchild=1&keywords=Relative+Strangers+Family+life&qid=1634219859&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/-/en/Petra-Nordqvist-ebook/dp/B00HP4KIVK/ref=sr_1_1?dchild=1&keywords=Relative+Strangers+Family+life&qid=1634219859&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/-/en/Tabitha-Freeman-ebook/dp/B00LB6BHF4/ref=sr_1_1?dchild=1&keywords=Relatedness+in+Assisted+Reproduction&qid=1634219819&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/-/en/Tabitha-Freeman-ebook/dp/B00LB6BHF4/ref=sr_1_1?dchild=1&keywords=Relatedness+in+Assisted+Reproduction&qid=1634219819&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/-/en/Tabitha-Freeman-ebook/dp/B00LB6BHF4/ref=sr_1_1?dchild=1&keywords=Relatedness+in+Assisted+Reproduction&qid=1634219819&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/-/en/Rosanna-Hertz-ebook/dp/B07JG8M8WT/ref=sr_1_1?dchild=1&keywords=random+families&qid=1634219782&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/-/en/Naomi-R-Cahn/dp/081477203X/ref=sr_1_1?dchild=1&keywords=The+New+Kinship+donor-conceived&qid=1634219888&sr=8-1
https://www.amazon.co.jp/-/en/Naomi-R-Cahn/dp/081477203X/ref=sr_1_1?dchild=1&keywords=The+New+Kinship+donor-conceived&qid=1634219888&sr=8-1
https://www.cbc.ca/radio/outintheopen/inside-infertility-1.5411669/infertility-upended-his-notions-of-what-it-means-to-be-a-man-and-husband-1.5411673
https://www.cbc.ca/radio/outintheopen/inside-infertility-1.5411669/infertility-upended-his-notions-of-what-it-means-to-be-a-man-and-husband-1.5411673
https://www.theglobeandmail.com/life/health-and-fitness/article-support-groups-help-men-deal-with-loneliness-and-stigma-of-infertility/
https://www.theglobeandmail.com/life/health-and-fitness/article-support-groups-help-men-deal-with-loneliness-and-stigma-of-infertility/
https://inside.lhsc.on.ca/article/fall-2013/we-are-family
https://inside.lhsc.on.ca/article/fall-2013/we-are-family

